
 

  

 

門高通信 
～令和元年度 第 11号～ 

石川県立門前高等学校 

〒927-2193 石川県輪島市門前町広岡５の３ 

TEL：0768-42-1161 FAX：0768-42-0009 

 

メールアドレス：monzeh@ishikawa-c.ed.jp   

※本校のメールアドレスが変更になりました。ご承知おきください。  

 monzeh@m1.ishikawa-c.ed.jp → monzeh@ishikawa-c.ed.jp 

外務省の大手紳太郎さんにお越しいただき、ご講

演を行っていただきました。外務省の仕事の内容

についてだけでなく、ご自身の体験をもとに、これ

からのグローバル化に対応できるために必要な英

語力とは何であるか、どのような学習を行ってい

くべきかなど、生徒が進路選択を行う上で大切な

ことをたくさんお話ししてくださいました。ご講

演の後に行われた座談会では、生徒からもたくさ

んの質問が飛び交っていました。どんどん加速す

るグローバル化について他人事のように捉えずに

真剣に向き合っており、生徒が自分の考えを深め

る貴重な経験となったのは間違いありません。 

結団式 
1/17(金) 

ふるさとに未来の種を蒔こう 石川県立門前高等学校 

講師：大手紳太郎さん 

外務省高校講座 

1/31(金) 

 

 

ゴーゴーカレーそば作り 

2/7(金) 

 

１年生の総合的な探究の時間の授業の中で、総持

寺の開創 700 年記念で来られる方々へのおもて

なしと、3 月８日(日)に輪島市文化会館で開催さ

れる、「ジャパンチャレンジャーアワード」での本

校からの模擬店の出し物として、地元の門前そば

を生かしたメニューの開発を考えました。同じく

石川県の名物である金沢カレーで有名なゴーゴー

カレーさんや、トッピングを提供してくださった

地元スーパーさんの協力のもと、カレーそばが完

成し、その試食会を行いました。生徒は初めての

組み合わせを楽しんでいる様子でした。他にも、

総持寺豆腐とのコラボのメニューを考えるなど、

地域貢献について考える非常に有意義な時間と 

なりました。 

 

 

清水寧々さん 

本校３年生の清水さんに、門前中学校にて 

自身の体験をもとにした進路講話を行って 

もらいました。忙しい中、手作りのスライ

ドを用意してプレゼンしてくれました。 

中高一貫の教育として、先輩のお話を直接

聞けるのはとても素晴らしいことですね。 

 

進路について考える機会が 

たくさんですね。 

１度きりの人生、大いに悩んで 

決めてもいいと思います。 

自分が輝ける舞台を目指して 

がんばりましょう！！！ 

服…アウチ！ 

鬼は外～ 



 

 

下宿先募集中！ 

門前高校では、地元中学生数の減少を見据え、今後は他地域から

も広く生徒を募集しなければならないと考えています。そのため

には、生徒を受け入れる下宿先が必要となります。そこで、門前高

校としては、町内下宿先マップ等を作成したいと思います。 

 来年４月から直ぐにという訳ではなく、今後、門高生を下宿 

させて頂けるという方は、下記の門前高校までご連絡下さい。 

〒927-2193  石川県輪島市門前町広岡５－３ 

電話番号  : ０７６８－４２－１１６１ 

ＦＡＸ番号：０７６８－４２－０００９ 

Ｅ-ＭＡＩＬ： monzeh@ishikawa-c.ed.jp 

担     当 : 教頭 岡野 清 

３月の予定 

1日 卒業式、あおぎり発行 

2日 振替休日(１日) 

12日 国公立大学後期試験 

16日 交通安全指導 

17日 新 2年生個人写真撮影 

18日 新 3年生個人写真撮影  

23日 入学説明会 

24日 終業式・教育振興会表彰式(1・2年) 

25日 春季補習(1・2年、～27日) 

27日 制服渡し・1年生個人写真撮影(午前) 

 

先輩からのお話を聞いて学ぼう！ 

ということで、本校の教員＋３年生 

の藤井君から２年生に向けて、進路講話が行われました。藤井君は高校生

活を振り返って､どのように勉強をしてきたかなどについての話をメイン

に、後輩達へアドバイスをしてくれました。教員からは、自身の学生時代

のエピソードを思い出として交えながら、生徒に教訓を語っていました。

教員の昔の写真が出てきたときなどはとても盛り上がりましたが、普段は

聞けない話を聞くチャンスだと、生徒が真剣に耳を傾ける様子が印象的で

した。 

 

 

 

校長 大窪 直二 

「門高通信」のコラムを書くのも私はこれが最後です。３年間、私のつたない文章を読んで頂いた 
生徒や教職員、地域の皆様に深く感謝申し上げます。 
野球部の監督になり「能登から初の甲子園」を自分の手で掴みたいと野望を抱いて東京の大学に進

学し、やっと高校野球部の監督になれたのが３０歳でした。その学校で「甲子園」を口にした時、 
生徒も教職員も地域の方々も笑っていました。しかし、その人達がやがて本気で応援してくれるよう

になりました。職員室の女性の先生方の机の上に、編みかけのボールが置いてあるようになりました。学校の隣にある
土建会社の社長さんが自ら重機を運転し、グラウンドを整備してくれました。ある時は、選手が誰も来ないグラウンド
で一人黙々と草むしりをし、ある時は、練習が嫌でバスで帰宅していった生徒を自分の車で追いかけ連れ戻し、まるで
テレビドラマかと思うような日々でした。しかし、そんな生徒たちと本気で「甲子園」をめざしました。 
このコラムで、自分がしてきた自慢話をしたいわけではないのです。自分の本気さが、冷ややかに笑っていた周囲

を、心から応援してくれる人々に変えることができたことを知ってほしかったのです。特に生徒や若い先生方に伝え
たかったのです。 
少しずつチームが強くなっていった頃、私は全国の強豪校といわれる学校に練習試合の申し込みで電話を掛けまく

りました。もちろん名もない学校は断られ続けました。「日程を確認し、折り返し電話します。」と言われ、電話が掛か
ってきたためしはありませんでした。    
一度、和歌山の簑島高校に電話しました。案の定、「日程を確認し」で電話を切ろうとしました。そこで私はすかさ

ず「甲子園に出た日高中津分校との練習試合の帰りに寄ろうと思いまして。」と付け加えました。中津分校との試合は
本当ですが、５分もしないうちに簑島高校から練習試合承諾の連絡がありました。 
今となっては赤面するような話です。しかし、当時の私は必死でした。ただがむしゃらに進んでいました。 
今の若い人たちは、少しスマート過ぎませんか。「がむしゃら」とか「本気」とか「必死」とかは、ウザイですか。 

最後に、ある小説に出てきた言葉を送ります。「野心なくして、何の青春ぞや」 

 
 

『野心なくして、何の青春ぞや』 

村中先生 田嶋先生 

北澤先生 桐葉先生 

藤井尚彌君 

大会の結果 

ロボットクラブ 

・のとロボット大会輪島大会 

  (石川地区大会)  2/9(日) 

・のとロボット大会輪島大会 

   (本大会)   2/15(土) 

<予選リーグ> 

第１試合 門前 1―2 ポリテクカレッジ石川 

第 2 試合 門前 1―2 日本航空大学校 

<予選トーナメント> 

1 回戦  門前 1―0 立命館大学 

2 回戦 門前 0―1 中央大学 

大健闘しました！！ 

mailto:monzeh@ishikawa-c.ed.jp

